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所
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地
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大
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目
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期
間
　
　
平
城
京
第

一
人
次
調
査
　
一
九
人

一
年

（昭
５６
）
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
篠
原
豊

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
、
鎌
倉
時
代
ｔ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
調
査
は
，
奈
良
市
立
都
跡
小
学
校
校
舎
増
築
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。

調
査
地
は
、
平
城
京
跡
右
京
四
条
二
坊
二
坪
の
北
東
部
に
あ
た
る
。
調
査
は
、

幅
三
ｍ
長
さ
二
〇
ｍ
の
南
北
に

長
い
発
掘
区
を
三
カ
所

（東

・

西
発
掘
区
）
設
定
し
て
行
な
っ

た
。
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
奈

良
時
代
の
井
戸
三
基
と
、
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

の
粘
土
採
掘
坑
群
が
あ
る
。

奈
良
時
代
の
遺
構
は
、
粘
土

採
掘
坑
群
に
よ
つ
て
ほ
と
ん
ど

壊
さ
れ
て
い
た
が
、
東
発
掘
区
で
二
基
の
井
戸
を
検
出
し
た
。

粘
土
採
掘
坑
群
は
、
ほ
ぼ
調
査
区
全
面
に
掘
ら
れ
て
お
り
、
土
坑

一
つ
が

一

回
の
作
業
単
位
の
よ
う
で
あ
る
。
土
抗
は

一
辺
が

一
・
五
―
二
ｍ
、
平
面
方
形

で
あ
る
。
深
さ
は
○

・
七
ｍ
前
後
で
、
壁
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
り
、
底
は

平
坦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
責
灰
色
粘
土

（地
山
）
を
採
取
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
採
集
し
た
粘
土
は
、
中
世
に
西
の
京
周
辺
で
造
ら
れ
て
い
た
瓦
や
土
器

（奈
良
火
鉢
な
ど
）
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
木
簡
は
、
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
二
か
ら
出
土
し
た
。
東
発
掘
区

の
中
央
で
検
出
し
た
方
形
横
板
組
四
隅
柱
横
桟
留
め
の
木
製
井
戸
で
あ
る
。
掘

形
は

一
辺
三

・
五
―
四

・
四
ｍ
、
深
さ
は
二

。
七
ｍ
で
あ
る
。
枠
は
内
法

一
・

三
ｍ
で
、
横
板
は
人
段
分
が
残
り
、
上
下
を
ダ
ボ
留
め
し
て
い
る
。
四
本
の
隅

柱
は
二
段
の
横
桟
と
組
み
合
さ
れ
、
自
然
石
の
根
石
の
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

枠
内
の
埋
土
は
大
き
く
三
層
に
分
か
れ
、
下
層
か
ら
奈
良
時
代
後
半
の
上
器
と

と
も
に
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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柾
目
の
薄
板
の
両
面
に
墨
書
が
あ
る
。
下
半
は
欠
損
し
て
い
る
。
形
状
は
檜

一扇
の
橋
の
上
半
に
似
て
お
り
、
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

薄
板
の
表
裏
に
米
、
麦
な
ど
の
穀
物
の
種
類
と
量
を
記
載
し
て
い
る
。
「西

□
」
が
栗
と
釈
読
で
き
れ
ば
、
表
面
に
は
米
と
栗
の
量
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
裏
面
に
は
、
麦
の
量
と

「阿
三
陀
料
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
調
査
地

の
東
側
右
京
四
条

一
坊
に
は
、
禅
院
寺
の
所
在
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
「阿
三

陀
料
」
を
阿
弥
陀
料
と
読
め
ば
、
寺
院
に
関
係
し
た
木
簡
の
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
昭
和
五
六

年
度
』
全

九
八
二
年
）

（篠
原
豊
一
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡
六
』

の
刊
行

平
城
官
東
区
朝
堂
院
南
面
か
ら
宮
東
南
隅
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
近

年
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
官
衡
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
奈
良
時
代

後
半
に
は
、
壬
生
門
と
朝
集
殿
院
南
門
を
結
ぶ
宮
内
道
路
の
東
西
に
、
式

部
省

・
兵
部
省
が
対
称
に
配
置
さ
れ
た
が
、
奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省
は

そ
の
東
隣
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
、
官
衛
内
の
井
戸
出
土
の
木
簡
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
式
部
省
の
西
隣
へ
の
移
転
後
そ
の
跡
地

に
は
神
祗
官
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
、
官
行
配
置
や
木
簡
を
は
じ
め
と
す

る
出
土
文
字
資
料
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は

『平
城
宮
木
簡
四
』
『同
五
』
に
続
く
、
第
三
二
次
補
足
調
査

出
上
の
式
部
省
木
簡

（平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
の
東
西
溝
出
土
）
の

完
結
編
で
あ
る
と
と
も
に
、
右
記
の
よ
う
な
平
城
宮
東
南
隅
地
域
の
解
明

に
大
き
く
寄
与
し
た
第

一
五
五
次

・
第
二
三
二
次

・
第
二
七
三
次
調
査
出

土
木
簡
を
併
せ
、
計
二
七
人
人
点
の
木
簡
を
収
録
す
る
。
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